
東京言語学院 ・サービス利用基本規約 

第 1 章 総則 

第 1 条（サービスの利用）  

利用者は、本規約の内容を理解し、同意したうえで、当社が提供する各種サービスを利用

するものとします。 

第 2 条（サービス内容および変更等）  

1. 当社は、提供するサービスについて、完全性、正確性、無欠性を保証するものでは

ありません。 

2. 当社は、利用者への事前通知を行うことなく、サービスの全部または一部につい

て、内容の変更、追加、一時停止または終了を行うことがあります。 

第 3 条（利用条件および利用制限）  

1. 当社は、サービスの利用について、登録制とすること、年齢制限を設けること、本

人確認その他当社が定める手続きを条件とすることがあります。 

2. 当社は、反社会的勢力に該当する者、またはサービスの適正な運営を妨げるおそ

れがあると判断した者の利用を認めない場合があります。 

第 4 条（登録情報の管理）  

利用者は、登録時に真実かつ正確な情報を提供し、登録内容に変更が生じた場合には、

速やかに情報を更新する責任を負います。 

第 5 条（認証情報の管理責任）  

ID、パスワード等の認証情報は、利用者自身の責任において管理するものとし、当社は、

正規の認証手続きを経て行われた利用について、当該利用者本人によるものとみなしま

す。 

第 6 条（サービスの中断・制限）  

1. 当社は、以下の事由が生じた場合、サービスの全部または一部を一時的に停止ま

たは制限することがあります。 

o システム保守または点検 

o 通信事業者の提供停止 

o 技術的または運営上の必要性 



o 災害、事故、社会的混乱 

o 法令または行政・司法機関からの要請 

o その他当社の管理外の事由 

2. 前項によりサービスが停止または制限された場合でも、当社は料金の返金または

減額を行わないものとします。 

3. 当社は、これにより利用者に生じた損害について責任を負いません。 

第 7 条（禁止行為）  

利用者は、以下の行為を行ってはなりません。 

• 法令または公序良俗に反する行為 

• 他者の権利を侵害する行為 

• サービスやシステムの妨害行為 

• 不正な方法による ID・パスワードの取得または使用 

• 他者の個人情報を無断で収集・利用する行為 

• サービスの本来の目的に反する利用 

• 反社会的勢力への関与または利益供与 

第 8 条（損害補償）  

利用者の行為に起因して当社に損害や費用が発生した場合、利用者はその一切を補償す

るものとします。 

第 9 条（データおよびコンテンツの取扱い）  

1. 当社は、利用者が保存したデータについて、バックアップを行う義務を負いません。 

2. 当社は、サービスの運営・改善に必要な範囲で、当該データを複製・利用すること

があります。 

3. 利用者が投稿したコンテンツの著作権は利用者に帰属しますが、当社は無償・非

独占的に当該コンテンツを利用できるものとします。 

4. 利用者は、当社による当該利用について著作者人格権を行使しないものとします。 

第 10 条（利用停止・登録抹消）  

当社は、以下の場合、事前通知なく、サービス利用の停止または登録の抹消を行うことが

あります。 

• 規約違反が認められた場合 

• 料金の支払遅延が生じた場合 

• 支払手段が利用不能となった場合 



• 信用不安が生じたと判断される場合 

• 長期間利用が確認されない場合 

• 当社との信頼関係が維持できないと判断した場合 

第 11 条（免責）  

当社は、当社の故意または重大な過失による場合を除き、サービスに関連して生じた損害

について責任を負いません。 

第 12 条（個別規定の優先）  

特定サービスに個別規定が定められている場合、当該規定が本規約に優先して適用され

ます。 

第 13 条（規約の変更）  

当社は、必要に応じて本規約を変更することがあります。重要な変更については、合理的

な期間を設けて周知します。 

第 14 条（連絡方法）  

当社への問い合わせは、当社が指定する方法により行うものとし、当社からの回答は原則

として電子メールにより行います。 

第 15 条（権利義務の譲渡禁止）  

利用者は、本規約上の地位および権利義務を、当社の書面による承諾なく第三者に譲渡

できません。 

第 16 条（準拠法および管轄）  

本規約は日本法を準拠法とし、本サービスに関連する紛争については東京地方裁判所を

第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 


